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次に, bandnestingについて話された｡ Crの場合, bandnestingによって, 電子
- 正孔対のスピン配置は三重項の方が安定となり, SDWが安定化する｡ 常磁性状態
からTN- 312K で transversemodeのSDW に･ 115K で longitudinalmodeに相転
移する｡




以後若干のプリントの説明があった｡ (文責 星 淳一 )
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に相当する運動量 )の円に到達する｡ すると直ちに光学フォノンを放出して e=0(電
子のエネルギー )の状態に戻 り,又加速されて同じ運動をくり返す｡もし,電場と磁場
と.を直角にかけると,運動量空間での電子の運動はm*cE/¶ - pcという点を中心と





この場合電子は位相をそろえて運動 してお り超放射が期待されるが,それには α｡より
も速いパ′レス技術が必要で実現は困難である｡ しかし,ある程度以上の大振巾でα｡/rl
(n-2,3- )の周波数の電磁波を入れると卵型の分布が得 られ,卵の尖った部分が双
極子モーメントを生 じて超放射が期待できる｡ 別の分布反転 として,円運動の中心 牡









































W.p-BOHn.p+1)J和 + n｡｡在 璃 王iう1
(βとnopは,光学フォノンのデバイ温度と占有数 )の2つを考えると･その実現性の
条件は図4で示される｡ 物質と温度とを定めるとBG/ATの値は一定となり,反共鳴の


























(ただし x2…｡/C, y∝ 誓 辻 )
C2
となる｡ yが有限である限り〟-0 でこの不等式は成立 しなくなり,臨界飯域に入る｡
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